
第 56 回小中学生作文・詩集 

「但馬の子ども」募集要項 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集部門 【生活作文・詩】 

① 大地にしっかりと足をつけた暮らし 

② 人や動物、自然に対する深い愛情 

③ 働く者としてのたくましさ 

④ ふるさと但馬を見つめて  

など、いろいろな内容を素直に作文や詩で表現してください。 

 

作品の提出 令和４年１０月１７日（月）締切 

（各学校を通して提出） 
 

県立コウノトリの郷公園提供 



第５６回小・中学生作文・詩集「但馬の子ども」実施要項 
 

 

１ 趣  旨   但馬で生活する子どもたちが作文・詩の表現活動を通して、意欲的に自らの生活を

見つめ、社会の形成者としての役割と責任を自覚し、ふるさと但馬を拓く担い手とな

る資質を身につけることを目的に、小・中学生から作文・詩を募集し、優秀作品を「令

和４年度小・中学生作文・詩集但馬の子ども第５６集」として発刊する。 

  

２ 共  催  兵庫県立但馬文教府、クリーン但馬１０万人大作戦推進協議会、神戸新聞社 

但馬小学校長会、但馬中学校長会、但馬小学校教育研究会国語部会 

但馬中学校教育研究会国語部会、森はな記念賞実行委員会 

  

３ 後  援  但馬自治会、兵庫県教育委員会但馬教育事務所、但馬広域行政事務組合 

     

４ 作品部門  ○生活作文     ○詩 

 

５ 募集対象  但馬管内小学生・中学生 

 

６ 日  程  応募期間  令和４年 ９月 １日(木) ～ １０月１７日（月） 

        審 査 会  令和４年１１月 ４日(金)            

         表 彰 式  令和４年１２月 ３日(土) 

詩集発刊  令和５年 ３月上旬） 

  

７ 応募規定    (1) 作品は未発表のものに限る。 

(2) ４００字詰原稿用紙（縦書）を使用する。作文については、小学校低学年は２枚、 

小学校中学年は２～３枚、小学校高学年は３枚、中学生は５枚を目安とする。 

(3) 一人で作文と詩の両方に応募することができる。但し、各１点とする。 

    

８ 審  査    別に定める審査会要項によって行う。 

   

９ 発  表    応募のあった学校に通知するとともに、新聞紙上で発表する。 

   

10 表  彰    生活作文・詩の各部門とも、原則、各学年に特選１点、入選および佳作各数点とする。 

※  生活作文の特選受賞作品の中から、小学校・中学校各１点に、「森はな記念賞」を 

贈呈する。 

※ 詩の特選受賞作品の中から、小学校・中学校各１点に、「最優秀賞」を贈呈する。 

〇  表彰式  令和４年１２月３日（土） 特選受賞者に賞状を授与し表彰する。   

    

11 そ の 他   (1) 特選作品のうち「森はな記念賞」並びに詩の「最優秀賞」を神戸新聞に掲載する。  

 (2) 特選及び入選作品は「令和４年度小・中学生作文・詩集但馬の子ども第５６集」と 

して発刊する。 



◆指導者の方へ（お願い） 
１ 作品の提出にあたって 

(1) 必ず原本を提出してください。 

(2) 誤字脱字等がないように指導して 

ください。 

(3) 学校名・名前は応募票に記入し、 

原稿用紙には書かないようにお願い 

します。 

(4) 応募作品は返却いたしません。 

２ 応募票（様式１）について 

(1) 当該部門に○印をつけてください。 

(2) 学校名には学校番号（一覧表参照） 

を必ず記入してください。 

(3) 応募票（様式１）をコピ－して、 

原稿用紙の右上にクリップどめして 

ください。 

３ 応募一覧表（様式２）について 

(1) 各学校で応募部門ごとに記入の上、 

作品とともに提出してください。 

(2) 記入された応募者名をもとに、賞 

状及び作文・詩集等の作成をします 

ので、楷書で正確に記入してくださ 

い。 

４ 審査の観点  

    次のような観点で審査にあたります。 

(1) 但馬の子どもとして 

・大地にしっかりと足をつけた暮らし 

・人や動物、自然に対する深い愛情 

・働く者としてのたくましさ 

・ふるさと但馬を見つめて 

等が、素直に表現された作品であるか。 

(2) 但馬の暮らしを見つめ、明日に生きる展望が見いだせる作品であるか。 

(3) 自分の身の周りの環境から、問題点や改善点を見いだし、自分自身のこれからの生き方 

につながる作品であるか。 

(4) 表現が豊かで、論旨が明確であるか。  

 

◆応募される皆様へ 
１ 特選・入選者については、顔写真（縦３ｃｍ横３ｃｍ程度）のご提出をお願いいたします。 

なお、提出いただいた写真は、神戸新聞、第５６回小・中学生作文・詩集「但馬の子ども」 

に掲載することをご了承ください。 

 ２ 但馬文教府ホ－ムペ－ジ(https://www.tajimabunkyou.jp/)に、募集要項等の情報を掲

  載しています。 

 

 

《問合せ先》 

   兵庫県立但馬文教府 (担当：田渕) 

〒668-0056 豊岡市妙楽寺４１－１ TEL 0796-22-4407   FAX 0796-23-0998 

※該当部門に ○ 

 

（様式１） 
 

 第５６回「但馬の子ども」応募票 

部 門 

生活作文 詩 

  

 

 

題 名  

学校名 

       立 

 

   学校 

学
校
番
号 

 

ふりがな  

（第  学年） 名 前 

 

指導教員名 

 

 

 



（様式２） 

応 募 一 覧 表 
生活作文   学校名      立     学校  学校番号 

詩   TEL            FAX 

    担当者名 

※該当する部門に○を記入してください。 

 

作品 

番号 
学年 応募者名 題    名 指導教員名 

1 
    

2 
    

3 
    

4 
    

5 
    

6 
    

7 
    

8 
    

9 
    

10 
    

11 
    

12 
    

13 
    

14 
    

15 
    

※記入された応募者名をもとに、賞状及び作文・詩集を作成しますので、楷書で正確に記入してください。 

※この応募一覧表は部門ごとに作成してください。 


